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最適設計探索

分割製造TYPE4高圧水素容器の最適設計のための
メゾ・マクロツースケール解析に基づくボス・ドーム部強度
高精度予測軸対称有限要素モデルの開発と実証 ②

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型
産学官連携研究開発事業/水素利用等高度化先端技術開発

本研究は国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）より委託を受けて実施しました

機械学習による燃料電池自動車用TYPE4高圧水素容器の最適設計探索

探索結果: パレート解の分布

最適設計探索結果
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容器形状と積層構成
繊維方向ひずみ

分布

口金ボス相当応力分布

繊維方向ひずみ分布

口金ボス形状の特徴

✓ 頂点付近で中心軸方向に延びる
凸部により頂点付近の曲げ変形
を抑制し相当応力の上昇を防ぐ
構造となっている

✓ 積層するCFRP層の層厚がほぼ
均一となり軸方向補強効果も発
揮できるフランジ部の外径を探索
している

ドーム形状の特徴

✓ 口金ボスとライナーの接合部付近
の曲率半径を大きくとり曲げ変形
による繊維方向ひずみの上昇を
抑える構造となっている

✓ 繊維配向方向とドーム形状を同
時に最適化しドーム部の繊維方
向ひずみがほぼ均一となっている
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